
















化する傾向が顕在化してきた 2012 年 5 月頃から、本格的な日本企業の進出が
加速している。2011 年末の調査では 3000 社台であった企業進出数が、2012 年












2011 年 11 月 24 日号：http://www.tdb.co.jp/report/watching/press/p111105.html から
PDFファイルをダウンロード可能）によると、2011 年 10 月 31 日時点で 3133 社であり、



















































卒業する。本校では、2007 から 2010 年度の卒業生の就職先を独自に追跡調査し
た。表2がその結果である5。ちなみに、表の数字は4年間の平均であるが、この間、
割合にばらつきはほとんど見られなかったので、4年間の平均値を表に示した。




日本語学習者数（人） 78,802 716,353 22,856
日本語教育機関数（機関） 377 1,988 124





























留学先の大学で修士号、または博士号を取得した者である。表 3は 2012 年 4
月現在での、本校日本語学科専任教員の数や学位などをまとめたものである。
本校日本語学科は、教員総数 14 名。そのうち 7名は日本文学専攻、残りの 7
名は日本語教育専攻である。教員 14 名のうち、10 名がタイ人、4名が日本人









































究分野に教授（Professor）がいないことである 6。本校の専任教員 14 名のうち、











































































科の場合、2007 年度から 5年間（第 1次）、2012 年度から 5年間（第 2次）の
援助をトヨタ自動車の基金（TOYOTA	FUND）から受けている。だが、こう
したケースはかなり稀である。タイに進出している日系企業の文化事業に対す
る貢献意識の向上が望まれるところであるが、現在のところその兆しはまった
く見られない。企業の文化事業貢献意識を引き出すためにも、大学あるいは研
究機関が、もっと積極的にプロジェクト案を提出し、援助を申請する必要があ
るだろう。
目に見えない壁――研究内容の「現在」
　日本研究に限らずタイの研究は、かなり正統的で保守的である。それは教育・
研究両面で、仏教に根ざした道徳倫理が強く求められるからである。日本研究
に関していえば、大きな二つの壁がある。
　一つは性に関する問題である。近年かなり研究内容が自由になってきている
タイにおける日本研究の現状と課題
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とはいうものの、それでもタイでは性的表現に関する規制は強い。筆者の経験
の中から、一つ具体的な例を挙げておこう。文学研究において、谷崎潤一郎の
諸作品はもちろんのこと、三島由紀夫『仮面の告白』でさえ、研究対象として
扱われない、いや扱ってはいけないという文学研究者もいるほどだ。もちろん
性的なテーマでない場合でも、こうした風潮が現存する（ただし、ノーベル賞
受賞作家だけは例外である）。つまり、翻訳または研究することでタイ社会の
道徳倫理を乱しかねない作品は、できる限り敬遠しようという風潮があるとい
うことだ。
　もう一つは、いわゆる「サブカルチャー」に関する問題である。何を「サブ
カルチャー」と見るかは国や時代によって異なるが、タイでは、いわゆる「正
統的」で「伝統的」といわれてきたもののみが研究対象となり得る。しかし、
日本ではすでに研究分野として認知され、研究も盛んに行われているような分
野、たとえばマンガ・アニメ、浮世絵、映画といった分野でさえ、まだほとん
ど研究が行われていないというのが現状である。
　この二つの壁が物語るのは、こうした性やサブカルチャーを扱わなくても、
それ以前にやるべき研究があり、そちらを優先させるべきだという共通認識が
あるということである。かといって、「正統的」で「伝統的」といわれる研究
において目を見張るような成果が出ているかというと必ずしもそうとは言い切
れないところがある。これまで「暗黙のタブー」とされてきたこれら二つの壁
を打ち破ろうとする努力や検討が今後必要になってくるだろう。
　実際には、現在 40 歳以下の研究者で、性的か否か、「サブカルチャー」か否
かといった点にとらわれない研究者も少なからずいる。こうした研究内容の
「壁」を乗り越えるためには、外国からの刺激（新しい発想や研究方法による
日本研究の紹介など）と、タイ国内の研究者の内発的、かつ自発的な意識改革
の両方が必要と思われる。
おわりに――タイにおける日本研究の「未来」
　以上見てきたように、タイにおける日本研究の現状としては、人材の不足、
施設や制度の不備、研究内容の制限などがある。しかしながら、こうした数字
で表されるような問題は、タイにおける人文学研究のあらゆる分野に共通した
岩井	茂樹
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ものである。したがって、人文学研究全体に対する関心を高め、活性化してい
くことが必要と思われる。日本語学習者数はここ数年安定しており、今後、大
きく減少する兆候も今のところ認められないので、こうした時期に人文学全体
の研究を活発化させていけば、自ずと日本研究も他の研究に呼応しながら発展
するものと考えられる。
　最後に日本研究を含む人文学研究全体を盛んにするための方策を二つほど挙
げて、この稿を閉じたいと思う。
　一つは、シンポジウムや交流会、共同研究会などをこれまで以上に活発に行
うことである。タイには日本の「学会」にあたるような研究グループがほとん
ど存在しない。したがって、学会発表はもとより、学会誌に発表するという機
会自体がない。これまでもシンポジウムや交流会、共同研究会など、一部の大
学では行ってきたが、そうした催しをより積極的に開催し、その結果を雑誌と
して発行するという方法が、最も現実的で確実であろう。ただし、こうした試
みは組織的な催しになるため、大学間の調整が難しいだけでなく、金銭的にも
大きな負担を伴う。
　もう一つの方策としては、個人的なネットワークの構築が挙げられる。組織
的なネットワークを構築するには少なからざる時間と費用が必要だが、個人的
なネットワークなら比較的簡単に作ることができる。その中で日本研究の可能
性を考えていくことも一つの有効な手段になるのではないだろうか。ともかく、
日本研究に関して成果を発表したり、意見を言い合えたりする場を、いかに多
く作るか、が肝要であるように思う。
　すでに 2015 年には「ASEAN共同体」の創設が決定されている。設立後、
東南アジアにおける日本研究がどのように変化していくのか、まったく予想す
ることができない。だが、タイが一つの拠点になるのは、まず間違いのないと
ころだろう。それだけに筆者のタイへの期待も大きい。本稿は、ともすると読
者に、悲観的で消極的な印象を与えるものであるかもしれない。だが、これも
タイに対する筆者の強い期待の表れだと思っていただきたい。今、問題点を抽
出し、明確にすることが、新しい日本研究をタイから発信する手がかりになる
と思い、筆をとった次第である。その点をぜひご理解いただきたい。
